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手術手技シリーズ男性勝耽全摘除術一受け継がれるメス紳編一

登場人物紹介
坂本佑馬
院I光全摘術の指導を美鈴に行う名医。
厳しさと暖かさを持った指導で、美鈴も尊敬しており、坂本先
生もまた、美鈴の息子一斗くんを孫のようにかわいがっている。識
森野美鈴
本編の主人公。
どんな時でも明るく、周囲に元気を与える性格の持ち主。
跨I光全摘除術の名医である坂本佑馬先生の元で、その手術手技
の習得に励む。高校からの同級生である夫太一郎と若くして結
婚し、１歳の子を持つ一児の母でもある。

高 杉 慎 作
前作の主人公。
美鈴と学生時代の同期で、以前は美鈴が世話を焼く存在だった
が、美鈴が産休に入っている間に、技術面で大きく差を開けて
いる。坂本先生からの信頼も厚い。

I、

里黙
●

森野太一郎
美鈴の夫。２冊の本を出版した、若いが才能のある絵本作家。
普段自宅にいるので、息子一斗くんの子守も担当している。料理が得
意で、いつも疲れて帰る美鈴を元気にさせている。

、

菩脅
いつと

森野一斗
森野夫妻の一人息子、-歳。
美鈴の仕事の疲れを一気に取ってくれる癒しの原動力。

あらすじ
産休期間が明けて研修に復帰した美鈴。
跨耽全摘除術の研修がスタートするが、研修に集中できず尊敬する坂本先生に怒
られてしまう。しかし、失敗を反省しつつもポジテイブな美鈴は、愛する夫と息
子に支えられながら医者の道を歩んでいく！
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手術手技シリーズ男性勝肌全摘除術受け継がれるメス紳編一

コラム企業の研究開発費
〆

日刊工業新聞社によると、主要企業１４６社が２０１１年度に計画してい
る研究開発費の合計は１０年度の実績に比べて6.2％増(２年連続増額）
となったそうです。

2011年３月の東日本大震災が日本経済に打撃を与える中、震災後の
ニーズに対応した技術開発を進める動きや、成長分野への投資を惜し
まない姿勢が明らかになったとしています。

また、売上高比率を見ると、製薬企業における高い比率が目を引きま
す。医薬品開発は、費やされる長い年月と低い成功確率、さらには有
効性と安全性を追求する使命により、多額の研究開発費が必要となり
ます。医薬品製造業全体では11.74％（2008年データ）と他の製造業
と比べても、際立って高い比率のようです。（参考：全産業3.11％）

ノ

出展：日刊工業２０１１年７月２０日記事
参考：製薬協DATA BOOK 2010

匝三

１１年度研究開発費（計画）上位１０社
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手術手技シリーズ男性勝耽全摘除術一受け継がれるメス紳編一Ｊ：

匝二



医療監修
医療ライター
漫 画
制 作

荒井陽一
植田美津恵
久間月慧太郎
株式会社サイドランチ

企画

武田薬品工業株式会社
医薬営業本部マーケティング部
〒103-8668
東京都中央区日本橋２丁目１２番1 ０号

【参考文献】
･「新泌尿器科手術のための解剖学」メジカルビュー社
･NipponRinshoVol60,Supplll，２００２P218-P223
･NipponRinshoVol65，SuppllO,２００７P312-P316



④武田薬品工業株式会社
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